






は，公衆衛生上重要である。そこで，本研究では，2013 年 5 月から 2014 年 3 月まで，京都市市街
地にあるK寺の境内において，夜間活動性の吸血蚊をCDCトラップで，昼間活動性の吸血蚊を人囮
法で捕獲し，その季節消長を観察した。Aedes（Ae.）albopictus（Skuse）（53%），Ae. japonicas（Theobald）
（0.2%）， Culex（Cx.）pipiens complex（46.1%）， Cx. tritaeniorhynchus （Giles）（0.4%），および Armigeres 
subalbatus（Coquillett）（0.3%）の 3 属 5 種，総計 1,407 個体の蚊が捕獲された。Cx. pipiens complex
の鑑別を PCR法で行ったところ，鑑別した蚊の約 95％が Cx. pipience pallens （Coquillett）であり，
約 3％が Cx. pipiens form molestus（Forskal）であった。捕獲された夜間活動性の吸血蚊のうち，約
98％が Ae. albopictus（Skuse）であり，捕獲数のピークは 7月であった。一方，昼間活動性の吸血蚊は，

















流行域の拡大が懸念されている（Reiter, 2001; Kurane, 2010）。
日本における蚊媒介性感染症とその媒介蚊の調査は，日本脳炎が流行していた 1950 年代から 1960
年代にかけて盛んに行われたが（中条と太田，1952; 原田ら，1962; Fukumi et al., 1975; Wada et 
al.，1973），1980 年代以降あまり行われていない。京都でも，1950 年代から京都市衛生公害研究所
を中心に蚊類の生態調査が行われていた（中田ら，1953; 中田 , 1953; 中田と伊藤，1955）。しかし，
近年では，蚊の減少および日本脳炎等蚊媒介性感染症の減少に伴い，次第に蚊についての調査・研究
が行われなくなった。ところが，最近のデング熱の世界的流行（Murray et al.,2013）や，ニューヨー
クでのウエストナイル熱の突発的な流行と拡大（Gray and Webb, 2014），チクングニア熱のインド洋
の諸島からヨーロッパへの流行拡大（Waldock et al., 2013）等により，蚊媒介性感染症への対策の重
要性が再認識されつつある（Dash et al., 2013）。
ヒトの蚊由来感染症には，マラリアやフィラリア，日本脳炎，デング熱，黄熱，ウエストナイル脳
炎等が存在する（Tolle, 2009; Gubler, 2002）。マラリアは，主にハマダラカ属（Anopheles（An.）




は世界各地に分布している（Simon et al., 2012）。バンクロフト糸状虫に感染した場合，陰嚢水腫や象
皮症を引き起こす（Miyoshi et al., 2006）。媒介蚊は，ネッタイイエカ（Culex（Cx.）quinquefasciatus 
Say）やアカイエカ（Cx. pipiens pallens （Coquillett）），コガタアカイエカ（Cx. tritaeniorhynchus 
（Giles）），シナハマダラカ（An. sinensis （Wiedemann））等である（Ludlam et al., 1970）。日本脳炎ウ
イルスは主にヤブカ属（Aedes spp.）の蚊（Gratz, 2004）や Cx. tritaeniorhynchus （Giles）等のイエカ
属（Culex spp.）が媒介する（van den Hurk et al., 2009）。日本脳炎ウイルスは日本を含む東南アジ
アに広く分布している（van den Hurk et al., 2009）。本ウイルスが , ヒトやウマに感染した場合，発
熱や神経症状を伴う脳炎を引き起こす（Misra and Kalita, 2010; Hubalek et al., 2014）。デング熱ウ
イルスは，主としてネッタイシマカ（Ae. ageypti（Linnaeus））やヒトスジシマカ（Ae. albopictus（Skuse））
によって媒介される（Urdaneta-Marquez and Failloux, 2011; Lambrechts et al., 2010）。本ウイルスは，
蚊の媒介によってヒトからヒトに感染し，熱症や出血熱を引き起こす（Puccioni-Sohler et al., 
2013）。黄熱ウイルスは，Ae. africanus が媒介する（Lee and Moore, 1972）。本ウイルスに感染した
サルはウイルス血症を起こし（Gardner and Luciw, 2008），ヒトでは出血熱を引き起こす（Monath 
and Barrett, 2003; Ishak et al., 1982）。ウエストナイルウイルスは，様々な蚊種が媒介すると考えら
れている（White, 2001）。鳥類がウイルスの伝播に重要な役割を果たしていると考えられている























アカイエカ群（Cx. pipiens complex）に属するアカイエカ（Cx. pipiens pallens （Coquillett））とチカ
イエカ（Cx. pipiens form molestus （Forskal））については，形態学的な鑑別が困難であるため，Kasai
ら（2008）が開発したポリメラーゼ鎖増幅反応（PCR）法に従い種を鑑別した。蚊の DNA は
REDExtract-N-Amp Tissue PCR Kit（Sigma）を用いて抽出した。蚊 1個体と Tissue Preparation 
Solution 12.5μℓ，Extraction Solution 50μℓを同一のチューブに入れ，電動マイクロチューブホモ
ジナイザー（GINKO，BC-G10）で約 10 秒間破砕した。常温で 30 分間，静置した後，沸騰した熱
湯に 3分間，インキュベートし，常温に戻してからNeutralization Solution B を 50μℓ加えた。遠
心により，余分な残渣を除去し，上清をDNA溶液として，-30℃の冷凍庫で実験に使用するまで保
存した。
Cx. pipiens pallens （Coquillett）検出用PCRプライマーとしてK-19 B1246s と K-21 ACEpall2 を，
Cx. pipiens form molestus （Forskal）検出用 PCRプライマーとして K-19 B1246s と K-23 ACEpip2
を用いた（表1）（Kasaiら，2008）。DNA 1μℓに，K-19 B1246s （10pmol） とK-21 ACEpall2 （10pmol），
またはK-19 B1246s （10pmol） と K-23 ACEpip2 （10pmol） プライマーをそれぞれ各 1μℓ，滅菌蒸
留水（d.w.） 7μℓ ，2× GoTaq PCR酵素（Promega）10μℓを混合し，総量 20μℓの反応液とした。
PCRは，95℃で 2分間の前反応の後，95℃で 30 秒間のDNA変性，55℃で 30 秒間のアニーリング，
















tritaeniorhynchus （Giles）が 5個体（0.5％）であった。一方，人囮法では，Ae. Albopictus（Skuse）が
298 個体（97.4％），および Ae. japonicas（Theobald）が 3個体（1％），Cx. pipiens complex が 1 個体
（0.3％），Armigeres subalbatus（Coquillett）が 4個体（1.3％），捕獲された（表 2）。Ae. Albopictus（Skuse）
（746 個体，53％）とCx. pipiens complex （649 個体，46.1％）が全体の約 99％を占め，優占種である
と考えられた（表 2）。
次に，Cx. pipiens complex について，Kasai ら（2008）が開発した PCR 法で Cx. pipiens pallens 
（Coquillett）と Cx. pipiens form molestus （Forskal）を鑑別した（表 3）。調査した 59 個体の内，56
個体（94.9％）が Cx. pipiens pallens （Coquillett）に対する PCR に陽性で，2 個体（3.4％）が Cx. 
pipiens form molestus （Forskal）に陽性，1個体（1.7％）が両種に対して陽性であった（表 3）。
生息蚊の季節消長
2013 年 5 月から 2014 年 3 月まで，夜間活動性の蚊成虫を CDC trap で捕獲した（図 2D）。Cx. 
pipiens complex は 5 月に出現し，6月に捕獲数が約 400 個体となりピークに達した。その後，捕獲さ
表 2．本調査における捕獲蚊の種類と捕獲数
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蚊種の約 97％（298/306 個体）は，Ae. 
albopictus（Skuse）であった。そのピーク




2013 年 5 月から 2013 年 11 月まで，各
調査時の気温および湿度，照度を測定した
（図 2A～ 2C）。気温は 5月から 9月まで，
30℃前後に推移し，9月以降急速に低下し
た。蚊が捕獲されなくなった 11 月以降の
気温は 20℃を下回った（図 2A）。照度は， 
6 月の調査時で約 1,200 ルクス（Lux）と
高かったが，それ以外の調査では 100 ～































































　2013 年 5 月から 2014 年 3 月に K寺において，ドライアイスを誘引
剤として用いた CDC trap による夜間活動性の蚊と（D），8 分間
sweepinng によるの人囮法による昼間活動性の蚊の捕獲を行った（E）。




京都市付近においても，過去に，様々な方法で蚊の捕獲調査が実施されてきた（中田ら，1953; 中田 ; 
1953; 中田と伊藤，1955）。1953 年の中田らの調査では，京都市左京区黒谷と東山区清閑寺の高台の
墓地にある「あかうけ」内微陸水中の蚊幼虫の調査を行ったところ，Ae. albopictus（Skuse），Ae. 
japonicus，Ae. nipponicus, C. kyotonesis, Orthopodomyia anopheloides nipponica, Tripteroides bambusa, およ
び Uranotaenia bimaculata が捕獲された（中田ら，1953）。その中で，Ae. albopictus（Skuse）と Ae. 
japonicas（Theobald）が優占種であった。また，1952 年 5 月から翌年 4月まで，中田と伊藤は京都
市右京区太秦にある小学校の校庭で，light trap を用いた蚊成虫相の調査を行った（中田と伊藤 , 
1955）。 こ の 調 査 で は，Cx. pipiens complex や Cx. tritaeniorhynchus, An. sinensis, Cx. vishnui, Cx. 
bitaeniorhychus, Cx. rubithoracis, Armigeres subalbatus（Coquillett）他 13 種の様々な蚊種が捕獲された。





Ae. japonicas（Theobald）, Cx. pipiens complex., Cx. tritaeniorhynchus（Giles），およびArmigeres subalbatus
（Coquillett）が捕獲され，Ae. albopictus（Skuse）と Cx. pipiens complex が優占種であると考えられ
た（表 2）。1950 年代に行われた中田らの調査（中田ら，1953; 中田 ; 1953; 中田と伊藤，1955）と
今回の調査を比較しても明らかなように，同じ京都市内でも，調査地や蚊の捕獲方法，調査年代が異
なれば，捕獲される蚊種は異なる。したがって，蚊の生態調査をする場合，定点における長期的な調




今回の調査で，2013 年 5 月から 2014 年 3 月までの Cx. pipiens complex と Ae. albopictus（Skuse）
の季節消長を観察できた（図 2Dおよび 2E）。Cx. pipiens complex の蚊は夜間活動性を示し，調査を
開始した 5月から 11 月まで捕獲され，そのピークは 6月であった（図 2D）。1952 年 5 月から 1953
年 4 月に，京都市右京区太秦にある小学校の校庭で行われた調査でも，Cx. pipiens complex は，3月
から捕獲され始め，その後11月まで捕獲されている。捕獲数のピークは，今回の調査と同じ6月であっ
た（中田と伊藤，1955）。また， 2011 年 5 月から同年 11 月に京都市中央区壬生および特定されてい
ないが市内の観光地某所でBG- センチネルトラップを用いて行われた調査では，調査を開始した 5
月から 11 月まで Cx. pipiens complex は捕獲されており，捕獲数のピークは 7月であった（池永ら，





よび 2E）。Ae. albopictus（Skuse）は，5月から 11 月まで捕獲され，そのピークは 7月であり，Cx. 
pipiens complex の蚊の捕獲ピークより 1月遅れていた（図 2Dおよび 2E）。中田と伊藤による京都市
右京区太秦での light trap による調査では，Ae. albopictus（Skuse）は 8月の終わりに 1匹のみ捕獲
された（1955）。2011 年の京都市中央区での調査では，Ae. albopictus（Skuse）は調査期間中（5月
から 11 月）捕獲されており，そのピークは 8月であった（池永ら，2012）。
京都の蚊の越冬について
Cx. pipiens complex は，洞窟内や暗渠で成虫のまま越冬する（Kobayashi et al., 2012）。Cx. pipiens 
complex の札幌系統で，実験的に，温度 21℃，13 時間より短日処理すると休眠個体が得られた（Oda
ら，1987，1991）。また，長崎と鹿児島で捕獲された系統では，12 あるいは 11 時間の日長で休眠個
体が現れた（Oda ら，1987，1991）。今回の調査では 11 月に気温が約 20℃となり，C. pipiens 
complex の蚊は越冬に入ったものと考えられる。
Ae. albopictus（Sukese）は，気温が 10℃前後となる 11 月頃から，卵の状態で越冬を開始する。また，





Cx. pipiens complex に属する蚊の中で，日本で問題となるのはCx. pipiens pallens （Coquillett）と
Cx. pipiens form molestus （Forskal）である。両種は非常に近縁で，特に，雌では形態学的な鑑別が困
難である（Harbach, 2012）。また両種の地理的分布は，良く一致した（Mogi, 2012）。両種の季節消
長から，Cx. pipiens pallens （Coquillett）が夏季に問題となるのに対し，Cx. pipiens form molestus 




なる可能性がある。今回の調査では，捕獲された Cx. pipiens complex の蚊の約 95％が Cx. pipiens 
pallens （Coquillett）であり，冬季にCx. pipiens complex が捕獲されなかったため，京都市の調査地
でのCx. pipiens form molestus （Forskal）の生態学的役割は，東京のそれとは異なるのかもしれない。








近年，ウエストナイル熱（Gray and Webb, 2014）やデング熱（Murray et al.,2013），チクングニ
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Kyoto is one of the historically important and famous international cities for site-seeing. Every 
year, many visitors come to Kyoto City from all over the world. Once a certain infectious disease is 
imported into Kyoto City from visitor’s home town in which the outbreak of the disease occur, the 
disease might be spread rapidly to whole the city and even to other countries. Especially, arthropod-
borne diseases have been a world public health problem because of on going global warming. In this 
study, we conducted vector surveillance for mosquito-borne diseases at a temple “K” located at urban 
area in Kyoto City, from May, 2013 to March, 2014. Mosquitoes were captured using CDC-dry ice 
trap for night-active mosquitoes, and using human-trap for day-time active ones. We captured 1,407 
mosquitoes belonging to three genera including 5 species, Aedes（Ae.）albopictus（Skuse）（53%）, Ae. 
japonicas（Theobald）（0.2%）, Culex（Cx.）pipiens complex（46.1%）, Cx. tritaeniorhynchus（Giles）（0.4%），
and Armigeres subalbatus（Coquillett） （0.3%）. We genetically classified Cx. pipiens complex further 
into Cx. pipience pallens（Coquillett）（around 95%）and Cx. pipiens form molestus（Forskal）（around 
3%）. Ae. albopictus（Skuse）was predominant among mosquitoes captured as day-time active ones. 
The population peak of Ae. albopictus（Skuse）during research period, was June, 2013. Cx. pipiens 
complex and Ae. albopictus（Skuse）were predominant species as night-time active ones. The 
population peak of Cx. pipiens complex and Ae. albopictus（Skuse）were June and August, 2013, 
respectively.
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